
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・教職員共通 京都文教短期大学付属小学校 

息苦しさ、倦怠感、咳、喉の痛み、発熱（37.5℃以上）、嘔吐や下痢、味覚・嗅覚障害など、いず

れかの症状がある。またはご家族にその症状がある場合は、登校・出勤しない。 

発熱・咳等の風邪症状がある（本人・家族） 

速やかに学校へ連絡し、健康観察を継続して行う（登校・出勤は控えてください）※出席停止になります。 

❶ 息苦しさ、咳、喉の痛み、倦

怠感、高熱等の症状のいずれ

かがある。 

❷ 嘔吐や下痢、味覚障害、嗅覚

障害の症状がある。 

 上記のいずれかの症状が見られ

る場合や、その他気になる症状

がある場合 

 

相談窓口・医療機関へ 

電話相談する 

指示内容を 

学校へ 

報告して 

ください 

37.5℃以上の発熱があったが、 

３日以内に治癒した 

７日間の自宅待機 

学校へ連絡後に、登校・出勤 

本人が「濃厚接触者」の可能性がある 

５日間もしくは７日間 

自宅待機 
❶ 体温、その他の症状について、

厳重に健康観察をする 

❷ 他者との接触を最小限に 

とどめ、外出を控える 

❸ マスクの着用や手洗いの徹底 

登校許可が出た 

医療機関を 

受診した 

場合 

医師から 

登校許可が出た 

指示内容・診断 

結果を学校へ報告 

してください 

医療機関を 

受診しなかった 

場合 

保健所からの指示内容・診断結果を 

学校へ報告してください 

保健所の指示に従ってください。状況によっては、学校へご相談ください。 

 

６日目もしくは

８日目にも症状

がなく、 

健康状態が良好

である 

同居家族に「濃厚接触者」がいる、または疑いがある 

家族が陽性 家族が陰性 

指示内容を学校へ 

報告してください 

本人に症状がなく 

健康状態が良好 

である 

2022.08.30 

８日目にも症状が

なく、健康状態が

良好である 

37.5℃以上の発熱がなくても、体温が平熱より 0.5℃以上高い場合は

ご家庭での健康観察をお願いいたします。※出席停止になります。 

陽性の場合、 

指示内容を学校まで 

報告してください。 

京都市では発症日（症状出

現した日）を０日目として

９日目、かつ症状軽快日

（発熱がなく、呼吸器症状

が改善（咳があっても軽快

傾向なら可）している等）

から７２時間（３日間）が

経過するまでが療養期間に

なります。 

濃厚接触者の待機解除については、

文部科学省より、①５日間の待機後

６日目から解除、②２日目・３日目

に抗原検査で陰性が確認できれば

３日目に解除、の２つの指針が示さ

れています。 

 

本校では学校医指導の下、抗原検査

を必須とせず、家庭内感染が危惧さ

れる場合は７日間、それ以外の場合

は５日間の待機をお願いしており

ます。ご理解とご協力をお願いいた

します。 

※待機期間の扱いは「出席停止」です  

ご家族が検査待機中は、登校を控えてください 

（出席停止になります） 


